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大
久
保
村
適
産
調
旧
蹟
考

地
勢
岩
石
土
壌

本
村
耕
地
は
東
龍
毛
、
岩
瀬
、
南
岩
瀬
、
乱
橋
、
西
八

丁
目
、
下
刈
、
天
王
、
北
は
八
郎
湖
を
境
と
す
。
元
よ
り

独
立
の
村
居
な
り
と
い
へ
ど
も
今
小
部
七
ヶ
所
に
あ
り
。

則
大
久
保
、
元
木
、
新
関
、
野
村
、
天
神
堂
前
、
大
郷
守
、

大
郷
守
街
道
、
大
清
水
等
也
。

地
勢第

四
紀
新
層
の
古
地
及
新
地
等
な
り
。
新
層
と
な
る
変

動
に
は
金
足
沢
、
真
ヶ
田
沢
の
水
勢
に
よ
り
て
変
じ
た
る

也
。
北
野
畑
地
に
於
け
る
凹
凸
あ
れ
ど
も
風
勢
に
よ
り
て

皆
変
動
を
な
せ
る
な
り
。

岩
石金

足
、
真
ヶ
田
よ
り
成
れ
る
は
石
英
粗
面
岩
と
頁
岩
等

よ
り
成
れ
る
も
の
な
る
べ
し
と
雖
、
新
地
と
変
じ
た
る
を

以
て
混
雑
し
て
一
定
な
ら
ず
。
南
西
北
部
の
砂
礫
は
海
湖

の
砂
に
し
て
其
母
岩
知
る
に
由
な
し
。

土
壌西

部
北
野
は
畑
地
多
く
し
て
全
部
砂
土
な
り
、
麦
、
瓜

類
、
桃
適
せ
り
。
南
東
は
腐
植
質
多
し
、
金
足
沢
及
真
ヶ

田
沢
の
変
動
よ
り
出
で
た
る
も
の
に
し
て
壌
土
処
々
に
あ

り
。
北
部
湖
岸
は
耕
地
古
地
及
新
地
の
腐
植
土
又
は
埴
土

壌
土
多
し
。

白
洲
野古

地
と
新
地
也
。
近
代
押
上
げ
ら
れ
た
る
地
に
あ
ら
ず
。

新
地
は
潟
ば
た
に
僅
あ
り
、
古
く
湖
の
あ
せ
た
る
地
に
し

て
上
段
よ
り
砂
を
吹
飛
び
て
重
り
た
る
地
也
。
白
洲
野
と

い
ふ
名
を
以
て
考
て
も
白
砂
の
附
寄
洲
な
る
事
を
知
る
。

此
地
麦
最
も
適
せ
り
。
其
種
類

カ
ル
ホ
ル
ニ
ヤ
（
赤
色
）

六
角
麦
（
有
毛
）

ラ
イ
麦
（
同
上
）

如
斯
種
類
最
よ
ろ
し
。
無
毛
ソ
ノ
ラ
の
類
適
せ
ず
。
山
畑

よ
り
麦
す
る
方
也
。
塩
気
と
肥
多
く
入
る
為
に
や
。

含
鉄
鉱
あ
り
赤
砂
鉄
気
の
湿
地
あ
り
半
分
余
湿
地
也
。
蓮

沼
に
水
あ
れ
ば
湿
気
す
、
中
通
ま
で
乾
地
其
沖
は
湿
地
也
。

大
崎
の
方
三
分
の
一
位
鉄
気
多
し
塊
を
な
せ
り
。
湿
気
勝

な
る
故
大
豆
あ
し
し
。
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＊
白
洲
野
を
開
き
た
る
は
菅
原
源
十
郎
翁
の
調
に
も
あ
る

吉
田
嘉
右
ェ
門
と
い
ひ
し
人
也
。

＊
無
毛
麦
は
乾
地
に
適
す
。

＊
白
洲
野
の
上
斜
地
は
赤
色
の
砂
土
に
埴
土
交
れ
る
処
あ

り
古
地
也
。

飛
積
層字

長
根
尻
の
凹
凸
の
地
は
古
地
に
し
て
飛
積
の
最
も
甚

だ
し
き
あ
と
也
。
処
々
小
沼
あ
り
。

桃
木
台字

海
老
漉
沼
の
二
田
の
新
堤
の
下
流
の
二
田
新
堰
境
橋

を
経
て
男
鹿
道
の
つ
づ
き
西
方
の
小
野
山
を
い
ふ
。
或
は

其
次
の
小
山
と
も
い
ふ
。
是
は
新
関
の
旧
家
甚
兵
ェ
の
古

く
桃
の
木
を
植
し
処
と
い
ふ
。

天
神
場細

谷
近
く
則
二
田
村
の
上
は
づ
れ
の
街
道
の
西
方
に
あ

り
菅
原
甚
兵
ェ
の
宅
あ
り
て
氏
神
の
あ
と
天
神
場
と
い
ふ
。

是
則
新
関
の
天
神
の
旧
宮
也
。
今
の
新
関
の
萬
六
、
善
六

の
後
に
甚
兵
ェ
の
旧
屋
布
あ
り
、
こ
れ
に
移
り
し
と
也
。

新
関
桃
畑
の
本
場

ぶ
り
こ
沢
を
第
一
と
す
。
地
勢
は
西
に
松
林
あ
り
東
に

長
根
あ
り
。
今
は
松
林
少
し
腐
植
質
普
通
の
砂
土
深
し
。

松
林
の
あ
り
て
防
風
を
な
す
処
に
は
桃
樹
よ
く
適
し
て
結

果
す
る
。
防
風
林
な
き
処
は
寒
木
に
枯
て
不
結
果
也
。
近

年
回
復
せ
り
。
古
木
伐
残
し
た
る
は
は
へ
に
し
て
今
結
果

最
よ
し
。

源
四
郎
桃
畑

菅
原
源
八
の
分
地
也
。
老
後
上
方
参
詣
し
て
良
種
を
携

ひ
来
り
て
取
立
し
と
也
。
□
の
頃
の
人
也
。
感
謝
状
に
委

し
。

武
八
桃
畑

野
村
の
後
に
あ
り
。
武
八
と
い
ふ
人
の
畑
に
て
埴
養
よ

く
結
果
見
事
な
り
し
よ
り
旧
藩
主
の
御
休
み
な
ど
に
な
り

し
処
な
り
。
年
々
虫
を
駆
る
に
雨
ふ
れ
ば
木
を
ふ
り
お
と

し
て
駆
取
る
こ
と
怠
ら
ず
と
い
ふ
。
此
畑
の
南
西
の
長
根

に
防
風
松
林
あ
り
し
と
な
り
。

桃
畑
の
盛
衰

古
き
こ
と
は
詳
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
四
五
十
年
前
の
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頃
（
嘉
永
安
政
の
前
後
）
盛
に
し
て
其
収
穫
一
家
に
し
て

純
益
百
円
の
者
多
し
（
米
三
斗
入
一
円
の
頃
）
。
然
る
を
明

治
十
五
六
年
の
頃
に
至
り
次
第
に
枯
木
多
く
な
り
て
衰
微

に
至
れ
り
。
さ
れ
ど
も
防
風
の
松
林
の
あ
り
し
地
は
可
也

に
存
せ
り
。
林
を
伐
採
し
た
る
は
こ
と
ご
と
く
枯
死
せ
り
。

其
後
手
入
す
る
人
も
な
く
打
絶
し
を
廿
二
三
年
の
頃
復
旧

せ
ん
と
て
有
志
相
謀
り
、
予
も
折
々
実
地
に
至
り
て
手
入

等
の
事
を
斗
り
し
に
次
第
に
引
直
り
、
新
に
植
付
の
分
も

四
五
年
に
し
て
結
果
せ
り
。
殊
に
古
木
に
し
て
不
伐
分
は

結
果
よ
ろ
し
。
矢
張
防
風
林
の
あ
る
処
は
良
結
果
を
み
る

也
。

＊
将
来
透
伐
の
約
な
ど
必
要
な
る
べ
し
。

要
助
桃
畑

現
今
盛
也
。
菅
原
要(

養)

助
氏
農
業
の
熱
心
家
に
し
て

駆
虫
其
他
防
風
培
養
に
心
を
尽
す
故
に
良
結
果
を
得
る
也
。

其
外
巴
旦
杏
の
上
等
あ
り
。
武
八
よ
り
接
穂
求
め
て
接
た

り
と
い
ふ
台
木
は
桃
木
也
。
此
畑
は
字
出
水
の
上
に
し
て

松
林
あ
り
地
東
ひ
ら
き
た
り
普
通
腐
植
質
砂
土
也
。

＊
台
木
の
事
可
承
。

藤
崎

古
書
に
藤
崎
と
い
ふ
村
あ
り
今
の
野
村
の
古
名
な
り
。

野
村
に
現
今
住
居
し
て
居
る
人
に
は
旧
家
な
し
と
い
へ
ば
、

中
絶
し
て
藤
崎
と
い
ひ
し
村
人
の
跡
は
絶
た
る
な
ら
ん
か
。

高
津
森新

関
天
津
の
南
、
藤
曲
の
西
に
あ
り
一
段
高
き
処
な
り
。

別
に
考
へ
も
な
け
れ
ど
後
学
の
人
の
参
考
に
記
す
。

青
龍
溜藤

曲
の
南
と
男
鹿
街
道
よ
り
街
道
を
横
切
て
大
郷
守
に

行
く
堤
縄
手
の
北
の
間
に
あ
る
池
を
い
ふ
。
同
上
。

古
器
の
産
地

大
郷
守
よ
り
藤
曲
に
出
る
墓
処
及
び
藤
曲
の
清
水
の

（
相
染
の
小
祠
あ
る
涌
き
水
の
良
水
あ
る
処
）
あ
る
新
茶

屋
の
間
、
又
は
天
神
社
の
後
の
辺
等
に
矢
の
根
石
等
其
他

の
石
器
又
は
土
器
あ
り
。
元
よ
り
新
層
の
飛
積
層
地
な
れ

ば
古
層
の
地
に
住
め
る
人
に
あ
ら
ず
、
故
に
朝
鮮
土
器
の

欠
け
な
ど
も
多
く
交
れ
り
。
此
辺
は
砂
原
村
の
あ
と
な
る

べ
し
。

狐
森
よ
り
出
た
る
土
器
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狐
森
山
よ
り
堀
た
る
土
器
、
八
十
年
ば
か
り
前
也
。

新
関
村
菅
原
吉
郎
兵
ェ
所
蔵

薄
く
薬
を
掛
た
る
土
器
也
。
朝
鮮
土
器
後
の
も
の
に
や
。

其
形
を
古
き
に
か
た
ど
り
て
製
し
た
る
も
の
と
見
ゆ
る
也
。

此
狐
森
は
新
関
よ
り
後
谷
地
を
経
て
畑
に
行
く
山
の
入
口

に
あ
り
、
此
狐
森
の
山
の
入
口
の
南
の
田
よ
り
十
間
斗
り

道
脇
よ
り
出
た
り
と
い
ふ
。

古
銭藤

曲
の
清
水
の
出
つ
る
処
の
街
道
の
西
の
畑
よ
り
出
た

る
よ
し
。

す
べ
て
此
藤
曲
り
よ
り
つ
ゞ
き
七
ツ
森
（
今
避
病
室
、

筆
塚
等
あ
る
処
）
天
神
社
の
辺
処
々
よ
り
古
器
の
出
る
を

み
れ
ば
此
辺
は
も
と
の
砂
原
村
の
あ
り
し
処
に
て
、
此
砂

原
村
は
古
く
よ
り
あ
り
し
村
な
る
べ
し
。
此
清
水
の
あ
る

処
よ
り
田
地
を
過
ぎ
乱
橋
に
街
道
あ
り
て
、
今
の
大
久
保

村
は
馬
踏
村
と
て
僅
の
小
村
に
あ
り
し
と
也
。
天
正
後
今

の
大
久
保
は
開
け
た
る
な
る
べ
し
。

新
関

こ
れ
は
古
き
村
に
あ
ら
ず
、
例
の
甚
兵
衛
開
墾
の
為
に

こ
こ
に
移
り
て
開
き
し
な
ら
ん
。
新
関
の
名
も
其
開
墾
の

堰
の
名
に
て
、
上
ハ
沼
よ
り
新
堰
を
堀
た
る
今
の
馬
洗
場

の
堰
よ
り
出
し
名
な
ら
ん
か
し
。
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新
関
旧
家
菅
原
甚
兵
ェ
の
旧
屋
敷

後
谷
地
よ
り
み
や
り
た
る
図

此
…
…
印
の
内
は
小
字
桃
の
木
、
竹
原
な
ど
と
唱
ひ
て
、

新
関
を
開
き
た
る
菅
原
甚
兵
ェ
の
屋
敷
跡
也
。
桃
木
、
竹

原
の
あ
り
し
名
残
の
名
な
る
べ
し
。

く
み
の
木
の
御
札
山

大
郷
守
よ
り
街
道
の
小
村
に
出
る
南
西
に
あ
る
滔
溜
と

国
道
の
間
に
あ
る
松
林
也
。

千
刈
田
の
新
地

此
新
地
と
あ
る
は
近
年
の
附
寄
洲
に
し
て
、
御
一
新
前

（
三
十
年
前
）
ま
で
網
を
引
た
る
地
な
り
と
い
ふ
。
土
地

変
動
の
参
考
の
為
に
。

小
川

大
鳥
羽
の
川
を
い
ふ
な
る
べ
し
。
此
川
上
は
頭
無
し
の

堤
よ
り
上
沼
に
入
、
夫
よ
り
流
て
国
道
を
貫
き
今
字
千
刈

ウ
ハ
ヌ
マ
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田
と
小
川
中
道
の
境
を
流
れ
て
八
龍
湖
に
入
る
也
。
此
川

を
小
川
と
い
ひ
て
上
ハ
沼
の
水
の
八
龍
湖
に
入
た
る
古
き

川
筋
な
る
べ
し
。
今
の
小
川
中
道
の
川
と
新
関
の
間
は
古

き
浅
瀬
の
な
が
れ
な
る
べ
し
。
粗
砂
あ
る
を
以
て
証
と
す

る
に
足
る
。
寛
文
御
帳
に
古
川
と
あ
り
。

小
川
中
道
苗
代
田
の
地
質

此
辺
の
苗
代
壌
土
多
し
。
地
最
も
浅
し
。
苗
代
の
あ
と

に
皆
稲
を
植
て
収
穫
す
る
也
。

殿
道

古
国
道
を
殿
道
と
い
ふ
。
藤
曲
よ
り
沖
谷
地
沼
の
上
を

へ
て
乱
橋
の
白
山
神
社
弁
財
天
宮
の
間
に
出
て
川
を
渡
り

（
此
川
に
近
年
ま
で
橋
柱
あ
り
し
と
い
ふ
）
大
久
保
の
古

宮
に
わ
た
り
（
古
宮
に
は
近
年
ま
で
大
木
あ
り
し
と
也
）

元
木
に
出
て
長
者
屋
敷
を
経
て
（
道
心
谷
地
の
上
）
龍
毛

道
に
出
て
下
虻
川
へ
入
る
也
。
こ
れ
を
殿
道
と
い
ふ
。
今

の
国
道
は
其
後
に
出
来
た
る
も
の
也
。

＊
大
久
保
の
産
土
神
は
も
と
乱
橋
の
産
土
神
な
り
と
い
ふ
。

長
者
屋
敷

元
木
を
経
て
下
虻
川
の
道
心
谷
地
の
上
に
出
る
田
道
よ

り
五
枚
目
の
田
の
中
に
小
さ
き
柳
あ
り
、
長
者
屋
敷
の
井

戸
あ
り
、
此
辺
元
木
ま
で
の
屋
敷
な
る
べ
し
。
石
土
器
等

今
に
あ
り
、
此
井
戸
今
下
虻
川
の
地
と
な
れ
る
、
も
と
元

木
の
地
に
て
古
野
帳
に
あ
り
。
此
長
者
屋
敷
よ
り
出
る
石

土
器
は
石
器
時
代
よ
り
住
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
古
代

の
も
の
を
長
者
が
持
用
せ
し
が
残
れ
る
也
。
元
木
よ
り
北

の
方
の
一
段
高
き
変
動
の
時
洲
崎
也
。

大
久
保
の
産
土
神

も
と
殿
道
よ
り
橋
を
わ
た
す
（
乱
橋
の
白
山
と
弁
天
の

間
）
。
此
地
に
至
る
近
年
ま
で
古
木
あ
り
し
よ
し
、
元
乱
橋

村
の
産
土
神
な
る
よ
し
、
其
後
今
の
産
土
神
の
地
に
移
す
。

今
の
産
土
神
の
地
は
も
と
山
神
社
地
な
り
（
今
も
山
神
の

小
祠
脇
に
あ
り
）
。
故
に
産
土
神
小
路
よ
り
鎌
田
善
兵
ェ
小

路
ま
で
字
山
神
と
い
ふ
。
又
山
神
内
、
則
今
の
産
土
神
長

処
は
高
橋
正
の
先
代
の
宅
地
な
り
し
と
い
ふ
。
高
橋
正
も

も
と
乱
橋
よ
り
引
移
り
た
り
と
い
ふ
。

吉
祥
坊正

保
四
年
野
帳
に
吉
祥
坊
と
い
ふ
屋
敷
あ
り
、
今
の
高

橋
正
の
宅
地
な
り
。
吉
祥
坊
と
い
ふ
者
の
屋
敷
に
う
つ
り

た
る
な
る
べ
し
。
吉
祥
坊
と
は
権
四
郎
の
先
代
な
り
と
い



- 7 -

ふ
。

乱
橋

隣
村
乱
橋
は
弥
陀
の
橋
な
る
よ
し
。
大
久
保
村
境
ち
か

き
白
山
弁
天
等
の
社
の
東
南
に
阿
弥
陀
堂
あ
り
。
此
弥
陀

堂
は
殿
道
ち
か
く
し
て
川
に
橋
あ
り
し
を
弥
陀
の
橋
と
古

く
い
ひ
し
を
村
の
名
と
な
れ
り
し
を
、
い
ひ
訛
り
て
乱
橋

と
唱
ひ
し
と
い
ふ
。
此
村
よ
り
高
橋
家
其
他
あ
ま
た
大
久

保
に
移
住
せ
し
よ
り
縁
の
深
き
村
居
也
。

砂
原
村新

関
の
古
名
と
い
へ
る
は
い
か
が
。
砂
原
村
は
北
狐
森

辺
よ
り
か
け
て
天
神
森
、
七
ツ
森
、
藤
曲
り
辺
に
あ
り
し

村
な
る
べ
し
。
古
銭
の
出
た
る
も
吉
郎
兵
ェ
が
土
器
を
堀

り
し
辺
も
皆
砂
原
村
の
う
ち
な
る
べ
し
。
さ
る
を
新
関
に

村
居
を
移
し
て
住
居
せ
し
も
の
に
て
、
土
地
は
今
の
新
関

に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

松
館

元
木
山
二
階
の
近
き
山
に
あ
り
て
岩
瀬
の
地
形
の
内
な

ち

が

た

る
べ
し
。
古
野
帳
等
に
も
松
館
と
字
あ
り
。

大
久
保大

窪
な
る
べ
し
。
高
田
殿
道
等
よ
り
一
段
窪
み
た
る
地

な
る
を
以
て
名
付
し
な
る
べ
し
。
高
田
も
大
窪
に
対
す
る

の
名
也
。

わ
く
長
根

元
や
し
き

元
木
山
の
焼
場
あ
る
長
根
に
し
て
、
此
崎
の
辺
は
元
木

村
の
旧
屋
布
に
し
て
今
の
元
木
は
移
住
し
た
る
地
也
。

天
神
社も

と
菅
原
勘
兵
ェ
の
氏
神
に
し
て
北
野
（
二
田
村
端
）

天
神
場
よ
り
う
つ
し
た
る
よ
し
。
今
の
社
の
後
に
石
の
唐

堂
あ
り
、
こ
れ
は
元
の
御
室
の
よ
し
。
今
古
祠
の
う
ち
に

五
輪
あ
り
、
如
何
な
る
人
の
墓
印
に
や
。

今
潟
の
土
質

下
虻
川
境
に
今
潟
と
い
ふ
処
あ
り
（
下
虻
川
に
も
此
近

を
今
潟
と
い
ふ
）
。
こ
れ
は
潟
田
を
後
開
き
た
る
時
の
名
、

則
今
潟
田
の
下
略
な
る
べ
し
。
古
潟
田
あ
る
を
以
て
知
る

べ
し
。
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汲
田

袋
大
久
保
の
村
の
西
部
の
字
に
あ
り
。
古
る
川
よ
り
水
を

汲
上
る
よ
り
の
名
称
な
り
。
下
汲
田
と
い
ふ
処
も
あ
り
。

袋
は
川
筋
の
曲
り
て
袋
の
ご
と
き
な
り
た
る
を
い
ふ
也
。

こ
れ
に
も
袋
、
小
袋
の
二
ヶ
処
あ
り
。

龍
神

大
久
保
村
下
町
の
内
に
あ
り
。
神
体
は
古
川
よ
り
背
黒

シ
ン

あ
み
に
か
ゝ
り
て
上
り
た
る
と
い
ふ
。

菅
原
源
十
郎
翁(

俳
名
江
春)

の
調
ら
れ
た
る
件
々(

全
文)

大
久
保
村
肝
煎
順
序

文
禄
年
中
佐
藤
五
兵
衛
其
父
下
総
は
、
元
雄
鹿
生
岬
の

城
主
生
駒
秋
田
家
の
臣
た
る
も
、
永
禄
中
主
家
滅
亡
に
際

し
金
足
村
（
元
神
瀬
と
書
け
り
）
字
片
田
の
里
に
遁
れ
其

地
に
卒
す
。
其
子
弥
兵
ェ
定
宅
大
久
保
村
（
元
マ
ツ
ミ
と

号
）
に
迂
住
す
。
其
子
五
兵
衛
家
久
文
禄
年
円
福
寺
を
建

立
す
（
円
福
寺
は
応
永
年
中
の
開
基
な
る
も
代
々
平
僧
地

な
り
、
文
禄
年
中
一
寺
一
山
と
な
れ
り
）
。
古
主
の
遺
牌
（
龍

徳
院
殿
祥
山
宗
吉
大
禅
定
門
神
祇
永
禄
七
年
五
月
廿
八
日

卒
）
及
び
内
仏
華
厳
釈
迦
如
来
（
丈
三
寸
）
の
尊
像
を
笈

の
中
に
匿
置
せ
し
を
円
福
寺
に
安
置
す
。
委
細
は
略
す
。

遺
牌
は
宝
永
年
火
災
に
失
せ
た
り
。
五
兵
衛
の
子
孫
世
代

五
兵
衛
と
号
、
正
保
年
中
は
佐
次
右
ェ
門
と
号
す
。
苗
字

を
三
浦
氏
に
更
む
。
享
保
年
中
迄
九
代
肝
煎
連
綿
た
り
と

未
詳
。
九
兵
ェ
、
九
十
郎
、
又
五
兵
衛
、
新
左
ェ
門
、
重

三
郎
（
吉
兵
ェ
先
祖
）
、
久
之
烝
、
嘉
右
ェ
門
（
宝
暦
年
中

肝
煎
、
後
代
再
肝
煎
）
、
源
八
（
弘
化
二
年
斯
連
綿
た
る
も
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肝
煎
勤
中
格
別
の
功
蹟
も
聞
得
不
申
）
。

源
八
は
昔
よ
り
始
め
て
支
郷
に
於
て
肝
煎
を
勤
め
た
り
。

正
保
年
以
来
一
村
の
混
雑
た
る
野
帳
及
諸
帳
簿
古
書
明
瞭

絵
図
面
等
を
別
に
製
し
て
、
平
常
は
昔
よ
り
伝
へ
た
る
大

切
の
書
物
を
秘
蔵
し
て
今
に
連
綿
た
る
は
源
八
の
功
と
も

謂
う
べ
し
。

外
に
別
段
の
事
を
不
聞
。

大
久
保
村
支
郷
の
始
め

一
新
関
村

は
元
奥
北
野
（
元
天
神
場
よ
り
桃
木
台
の
辺
）

に
住
せ
る
を
天
正
七
年
今
の
地
に
転
住
す
。
古
名
砂
原

村
と
号
せ
し
を
新
関
に
改
む
（
慶
長
九
年
）
。
元
祖
は
則

菅
原
家
の
宗
家
甚
兵
ェ
也
（
此
家
小
右
ェ
門
と
も
い
ふ

又
甚
兵
ェ
と
も
い
ふ
）
。

一
元
木
村

昔
は
金
足
村
（
元
神
瀬
と
号
）
部
内
岩
瀬
村

に
属
し
て
福
の
又
村
と
号
せ
し
を
、
延
宝
年
中
今
の
地

に
住
す
。
元
木
村
と
改
め
本
村
に
属
す
。

一
野
村

此
地
は
元
白
洲
野
と
唱
へ
広
野
な
る
も
、
弘
化

三
年
菅
原
孫
兵
ェ
な
る
も
の
始
め
て
引
移
、
以
来
野
村

と
称
す
。

因
曰

弘
化
三
四
年
よ
り
今
の
白
洲
野
畑
開
墾
せ
り
。

是
は
旧
藩
中
関
勘
吉
氏
、
其
兄
吉
田
嘉
右
ェ
門
氏
の
扶

助
を
以
て
成
就
せ
り
。

一
大
郷
守

元
金
足
村
字
下
刈
村
に
属
せ
る
も
、
元
来
住

地
は
本
村
堺
内
た
る
を
以
て
明
治
八
年
よ
り
大
久
保
村

に
属
す
。

一
大
清
水

元
金
足
村
字
八
丁
目
の
内
大
清
水
な
る
も
、

明
治
九
年
よ
り
大
清
水
の
地
に
住
す
る
は
金
足
に
加
は

り
、
本
村
に
住
せ
る
は
本
村
に
加
ふ
。

旧
家一

新
関
村
多
左
ェ
門

は
与
八
郎
の
先
祖
也
（
代
々
多
左

ェ
門
、
与
八
郎
、
徳
右
ェ
門
、
半
兵
ェ
、
又
与
八
郎
）
。

与
八
郎
は
代
々
の
通
り
名
也
。

一
金
助
の
家

は
百
年
以
前
断
絶
し
て
当
時
は
金
右
ェ
門

の
名
唱
を
継
ぐ
。
是
は
元
多
兵
ェ
の
分
地
に
し
て
今
助
、

金
兵
ェ
、
金
右
ェ
門
と
い
ふ
。

一
善
吉
（
現
今
慶
吉
と
い
ふ
）
是
皆
新
関
六
名
屋
敷
の
内

也
。因

云

正
保
年
中
の
御
調
に
本
郷
大
久
保
村
に
屋
布

三
十
ヶ
処
、
新
関
に
六
ヶ
処
（
水
呑
と
は
小
間
居
の
屋

布
な
り
し
と
の
事
也
）
、
戸
数
四
十
九
戸
也
。

一
新
関
六
家

は
甚
兵
ェ
、
多
左
ェ
門
、
善
吉
、
作
兵
ェ
、

太
兵
ェ
、
金
助
の
六
名
也
。
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一
大
久
保
は
略
す
。
一
二
の
旧
家
は

五
兵
衛
、
助
左
ェ
門
、
孫
右
ェ
門
孫
四
郎
事
、
惣
左
ェ

門
、
吉
祥
坊
権
四
郎
事
、
甚
左
ェ
門
、
新
左
ェ
門
、
長

左
ェ
門
、
正
左
ェ
門
、
与
左
ェ
門
、
源
兵
ェ
（
源
内
事
）
、

喜
兵
ェ
、
久
蔵
等
也
。

桃
樹
の
始

是
は
源
八
の
叔
父
源
四
郎
と
申
者
本
家
奉
公
中
、
文
化

年
中
伊
勢
参
宮
に
際
し
上
方
地
方
よ
り
桃
の
実
を
多
く
携

帯
し
て
植
立
盛
大
に
せ
り
。
尤
新
関
は
其
以
前
に
も
宗
家

甚
兵
ェ
の
先
祖
奥
北
野
（
桃
木
台
）
に
住
せ
し
頃
も
植
立
、

後
新
関
へ
迂
住
に
至
り
て
も
植
立
た
り
と
見
得
、
元
甚
兵

ェ
屋
布
の
近
処
は
竹
植
付
候
処
の
田
地
を
竹
原
と
唱
ふ
。

さ
れ
ど
新
関
北
野
畑
へ
植
立
て
盛
大
せ
る
は
源
四
郎
の
功

に
し
て
中
興
開
山
な
ら
ん
か
。

右
適
産
調
の
料
に
菅
原
源
十
郎
翁
よ
り
調
を
申
受
た
る

も
の
也
。

秋
田
風
土
記
（
郡
邑
記
と
も
云
）

大
久
保

元
木

寛
文
三
年
卯
よ
り
延
宝
六
年
ま
で
福
の
又
と
い
ふ
。

岡
蔵
人
開
之
。
寛
文
九
年
御
竿
入
、
延
宝
よ
り
名
と
す
。

大
郷
守

延
宝
七
年
末
下
刈
村
肝
煎
新
兵
ェ
と
い
ふ
者
乱

橋
の
地
を
開
き
家
居
を
な
せ
り
。

月
山
社
、
神
明
社
、
住
吉
社
、
山
神
社

地
蔵
堂
、
大
日
社

円
福
寺

福
寿
山
む
か
し
天
台
宗
本
尊
は
雄
鹿
五
郎
の
家

来
主
人
の
持
仏
を
安
置
す
。

古
書
付
の
内
に

一
延
宝
二
年
寅
八
月
晦
日
大
窪
村
訴
詔
状
の
内
ニ

塩
屋
出
戸
村
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。

し
め
か
け
森
、
大
北
野
、
二
の
崎
、
中
北
野

う
と
う
坂
、
狐
森
潟
ば
た

大
窪
村
庄
屋
佐
治
右
ェ
門
と
あ
り
。

一
延
宝
四
年
十
月
廿
八
日
の
書
付
に

大
籠
谷
地
、
八
丁
ノ
目

天
王
村
、
大
窪
村
、
虻
川
村
、
其
外
北
野
の
内
に
罷
在

候
天
神
出
戸
村
、
塩
屋
村
、
大
崎
村
、
塩
口
村
、
右
七

ヶ
村
と
あ
り
。

或
書
に

八
丁
野
目
、
古
天
神
社

桃
木
台
よ
り
わ
に
柳
見
通
し
境
の
事
あ
り
。
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略 図
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一
金
足
の
変
動
は
黒
川
よ
り
発
し
て
八
龍
湖
に
出
づ
。

一
金
足
の
土
は
小
谷
地
中
程
よ
り
阿
弥
陀
堂
中
程
ま
で
は

き
出
し
た
り
。

一
真
ヶ
田
の
土
は
阿
弥
陀
堂
よ
り
乱
橋
の
地
東
の
方
に
は

き
出
し
た
り
。
元
木
山
根
よ
り
上
虻
川
の
は
き
出
に
会

し
て
元
木
の
村
下
も
に
て
地
別
れ
た
り
。
合
水
す
る
時

の
水
勢
に
て
腐
植
土
を
生
ず
る
地
出
来
た
り
。

一
元
木
の
壌
土
は
淘
汰
し
た
る
洲
崎
に
て
出
来
た
る
べ
し
。

一
雄
物
川
の
本
流
は
長
沼
に
し
て
、
支
流
の

其
一
は
笹
島
よ
り
小
泉
の
女
潟
男
潟
、
海
老
穴
下
刈
の

西
部
の
堤
（
尼
池
等
）
数
ヶ
処
を
経
て
大
清
水
の
抜
け

堤
に
出
て
金
足
の
広
地
に
発
せ
り
。

其
二
は
長
沼
よ
り
大
人
の
足
跡
よ
り
第
六
勧
業
場
池
に

オ
オ
ヒ
ト

出
て
大
清
水
の
国
道
を
横
切
、
大
清
水
、
大
郷
守
、
青

龍
沼
を
経
て
七
ッ
森
天
神
の
後
よ
り
留
め
谷
地
に
出
て

八
龍
湖
に
出
づ
。

又
其
一
方
は
青
龍
沼
よ
り
無
頭
堤
に
出
て
抜
け
堤
等

カ
シ
ラ
ナ
シ

よ
り
の
水
勢
に
合
し
て
押
出
し
た
る
を
、
住
吉
に
一
つ

の
山
あ
り
て
こ
れ
に
遮
ら
れ
て
水
の
よ
ど
め
る
よ
り
天

神
前
に
窪
地
生
ぜ
り
。
其
沖
の
谷
地
は
す
べ
て
此
水
勢

に
て
出
た
る
也
。
最
も
ふ
か
き
は
上
ハ
沼
に
し
て
こ
れ

よ
り
小
川
新
関
等
の
諸
流
に
わ
か
る
。
小
川
は
浅
川
に

て
小
川
の
橋
と
新
関
の
間
に
あ
り
。
新
関
は
馬
洗
場
よ

り
村
を
貫
き
て
八
龍
湖
に
出
づ
。
い
づ
れ
も
上
わ
沼
を

水
源
と
し
た
る
也
。
住
吉
近
処
の
田
地
は
砂
土
の
客
土

多
し
。

な
ら
ひ
塚
は
奈
良
塚
に
し
て
桜
庭
家
の
祖
奈
良
よ
り

来
り
其
塚
也
。
桜
庭
の
先
代
野
帳
に
吉
祥
坊
と
あ
る
こ

れ
也
。
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殿 道 の 図

大 窪 は 殿 の 道 よ り 低 き 事 一 丈 余 な り 則 大 窪 の 名 称 あ る 故 也 。 尤 上 町 の

方 は 髙 し 是 は 跡 よ り 開 け た る 也 。 正 保 頃 は 伝 十 郎 堀 ま で よ り 屋 布 な し

と い ふ 。 一 里 塚 は 元 鎌 田 善 兵 ェ と 智 鳳 院 と の 脇 に あ り し 也 。
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元
木
の
図

野
村野

村
の
小
字
に
矢
守
、
小
藤
崎
、
大
藤
崎
、
八
ツ
ノ
家
コ
、

イ
ッ

中
ノ
瀬
、
ツ
ク
ノ
イ
ッ
コ
と
い
ふ
処
あ
り
。
ツ
ク
ノ
イ
ッ

コ
の
事
大
崎
を
見
合
す
べ
し
。
但
チ
ク
か
古
寺
の
あ
と
に

や
。


